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平
成
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年
十
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内
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総
理
大
臣

麻

生
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郎

衆
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院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
日
本
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
経
済
連
携
協
定
に
係
る
看
護
師
・
介
護
福
祉
士
候
補
者
受
け
入
れ
に
関

す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
日
本
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
経
済
連
携
協
定
に
係
る
看
護
師
・
介
護
福
祉
士
候
補
者
受
け
入
れ

に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
最
低
額
、
最
高
額
及
び
平
均
額
は
、
平
成
二
十
年
七
月
時
点
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
十
二
万
円
、
十
九
万
七

千
五
百
五
十
円
及
び
約
十
六
万
千
円
で
あ
る
。

二
及
び
五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
名
称
及
び
所
在
地
に
つ
い
て
は
、
公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
法
人
の
競
争
上
の
地
位
そ
の
他
正
当
な
利
益

を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

三
及
び
六
に
つ
い
て

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
介
護
福
祉
士
候
補
者
及
び
看
護
師
候
補
者
（
以
下
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
候
補
者
」
と
い
う
。
）
の
基
本

給
額
が
日
本
人
と
同
等
以
上
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
日
本
国
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
と
の

間
の
協
定
に
基
づ
く
看
護
及
び
介
護
分
野
に
お
け
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
看
護
師
等
の
受
入
れ
の
実
施
に
関
す
る
指
針
（
平
成

二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
十
二
号
）
に
基
づ
き
、
受
入
れ
調
整
機
関
で
あ
る
社
団
法
人
国
際
厚
生
事
業
団
（
以
下

一



「
事
業
団
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
受
入
れ
機
関
が
求
人
票
に
添
付
し
て
提
出
し
た
就
業
規
則
、
賃
金
台
帳
等
に
よ
り
、

同
様
の
職
務
に
従
事
す
る
日
本
人
職
員
の
基
本
給
額
と
比
較
し
て
確
認
し
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
最
低
額
、
最
高
額
及
び
平
均
額
は
、
平
成
二
十
年
七
月
時
点
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
十
一
万
六
千
円
、
二
十

一
万
千
三
百
円
及
び
約
十
五
万
七
千
円
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
候
補
者
が
日
本
人
が
従
事
す
る
場
合
に
受
け
る
報
酬
と
同
等
額
以
上
の
報
酬
を
受
け
る
か
ど
う
か
は
、

当
該
受
入
れ
施
設
に
お
い
て
同
様
の
職
務
に
従
事
す
る
日
本
人
職
員
と
比
較
し
て
確
認
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
当
該
受
入

れ
施
設
が
所
在
す
る
地
域
に
お
け
る
日
本
人
の
給
与
水
準
と
比
較
す
る
こ
と
と
は
し
て
い
な
い
。

八
に
つ
い
て

平
成
二
十
年
七
月
時
点
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
介
護
福
祉
士
候
補
者
の
受
入
れ
機
関
の
う
ち
、
日
給
制
を
採
用
し
て
い

る
機
関
は
一
機
関
で
あ
り
、
当
該
機
関
に
お
け
る
日
給
額
は
一
万
四
百
円
で
あ
る
。
ま
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
看
護
師
候
補

者
の
受
入
れ
機
関
の
う
ち
、
日
給
制
を
採
用
し
て
い
る
受
入
れ
機
関
は
な
い
。

二



九
に
つ
い
て

平
成
二
十
年
七
月
時
点
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
介
護
福
祉
士
候
補
者
の
受
入
れ
機
関
の
う
ち
、
時
給
制
を
採
用
し
て
い

る
機
関
は
四
機
関
で
あ
り
、
当
該
機
関
に
お
け
る
時
給
の
最
低
額
は
七
百
円
、
最
高
額
は
八
百
円
、
平
均
額
は
約
七
百
六
十

円
で
あ
る
。
ま
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
看
護
師
候
補
者
の
受
入
れ
機
関
の
う
ち
、
時
給
制
を
採
用
し
て
い
る
機
関
は
四
機
関

で
あ
り
、
当
該
機
関
に
お
け
る
時
給
の
最
低
額
は
六
百
九
十
円
、
最
高
額
は
千
三
百
円
、
平
均
額
は
約
九
百
四
十
円
で
あ
る
。

一
〇
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
手
取
り
額
に
つ
い
て
は
、
超
過
勤
務
手
当
等
の
支
給
等
に
よ
り
、
事
例
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
っ
て
く
る
こ
と

か
ら
、
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

一
一
、
一
三
及
び
一
四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
受
入
れ
機
関
は
時
給
制
を
採
用
し
、
就
労
時
間
は
主
に
午
前
中
に
限
ら
れ
、
学
校
で
の
研
修
費
用
は
当
該
機
関

が
負
担
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
雇
用
契
約
の
内
容
に
は
問
題
が
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
基
本
給

額
、
労
働
時
間
及
び
居
住
費
の
負
担
額
等
に
つ
い
て
は
、
受
入
れ
機
関
の
求
人
票
に
お
い
て
可
能
な
限
り
記
載
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
候
補
者
は
お
お
よ
そ
の
手
取
り
額
を
知
り
得
る
立
場
に
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

三



一
二
に
つ
い
て

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
候
補
者
は
お
お
よ
そ
の
手
取
り
額
を
知
り
得
る
立
場
で
雇
用
契
約
を
締
結
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、

仮
に
御
指
摘
の
よ
う
な
場
合
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
事
業
団
に
お
い
て
、
当
該
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
候
補
者
と
受
入
れ
機
関
の

間
の
話
合
い
を
で
き
る
限
り
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
な
お
、
当
該
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
候
補
者
が
ど
う
し
て
も
手
取
り

額
に
納
得
で
き
な
い
場
合
は
、
当
該
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
候
補
者
は
契
約
を
解
除
し
、
帰
国
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

一
五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
申
し
立
て
」
と
は
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
百
四
条
第
一
項
に
基
づ
く
申
告

（
以
下
「
申
告
」
と
い
う
。
）
を
指
す
も
の
と
考
え
る
が
、
申
告
を
し
た
労
働
者
又
は
退
職
し
た
労
働
者
が
使
用
者
又
は
使

用
者
で
あ
っ
た
者
か
ら
不
利
益
な
取
扱
い
を
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
申
告
が
さ
れ
て
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
候

補
者
の
受
入
れ
機
関
の
有
無
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

ま
た
、
仮
に
申
告
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
事
実
関
係
に
つ
い
て
十
分
に
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
こ
と
を

も
っ
て
受
入
れ
機
関
と
し
て
直
ち
に
不
適
当
で
あ
る
と
ま
で
は
言
え
な
い
と
考
え
て
い
る
。

一
六
及
び
一
七
に
つ
い
て

四



御
指
摘
の
「
介
護
の
研
修
」
と
は
経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
日
本
国
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
と
の
間
の
協
定
（
平
成
二

十
年
条
約
第
二
号
。
以
下
「
日
本
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
経
済
連
携
協
定
」
と
い
う
。
）
附
属
書
十
第
一
編
第
六
節
�
�
（iii）
に
規
定

す
る
研
修
を
指
す
も
の
と
考
え
る
が
、
当
該
研
修
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
日
本
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
経
済
連
携
協
定
に
基

づ
き
設
置
さ
れ
た
自
然
人
の
移
動
に
関
す
る
小
委
員
会
で
採
択
さ
れ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
介
護
福
祉
士
候
補
者
の
研
修
に
関

す
る
指
針
を
踏
ま
え
、
現
在
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
に
お
い
て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
決
定
時
期
に
つ
い
て

も
、
現
時
点
で
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

ま
た
、
御
指
摘
の
発
言
は
、
日
本
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
経
済
連
携
協
定
に
基
づ
き
入
国
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
介
護
福
祉
士
候

補
者
に
対
し
て
入
国
及
び
一
時
的
な
滞
在
が
認
め
ら
れ
る
た
め
の
要
件
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
に

よ
っ
て
必
要
な
技
術
を
有
す
る
介
護
福
祉
士
と
し
て
の
資
格
を
与
え
ら
れ
た
候
補
者
に
つ
い
て
も
、
他
の
候
補
者
と
同
様
、

我
が
国
の
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
に
合
格
し
な
け
れ
ば
、
我
が
国
の
法
令
に
基
づ
く
介
護
福
祉
士
と
し
て
就
労
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

一
八
に
つ
い
て

御
指
摘
の
研
修
機
関
と
し
て
は
、
現
在
、
独
立
行
政
法
人
国
際
交
流
基
金
と
財
団
法
人
海
外
技
術
者
研
修
協
会
の
二
つ
が

五



あ
る
。
国
際
交
流
基
金
が
実
施
し
て
い
る
研
修
の
総
費
用
は
、
約
一
億
六
千
五
百
万
円
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
受
入

れ
機
関
が
負
担
す
る
額
を
除
い
た
額
は
、
約
一
億
三
千
九
百
万
円
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
海
外
技
術
者
研
修
協
会
が
実

施
し
て
い
る
研
修
の
総
費
用
は
約
五
億
七
千
万
円
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
受
入
れ
機
関
が
負
担
す
る
額
を
除
い
た
額

は
約
五
億
二
千
万
円
を
予
定
し
て
い
る
。
両
機
関
は
、
現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
五
十
六
名
、
百
四
十
九
名
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
候

補
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

一
九
に
つ
い
て

御
指
摘
の
よ
う
な
差
異
が
生
じ
た
理
由
は
、
国
際
交
流
基
金
に
お
い
て
は
、
既
有
の
設
備
・
機
材
等
を
活
用
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
経
費
を
計
上
し
て
い
な
い
の
に
対
し
、
海
外
技
術
者
研
修
協
会
に
お
い
て
は
、
所
要

の
設
備
・
機
材
、
研
修
環
境
整
備
等
の
経
費
を
含
め
て
計
上
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

二
〇
に
つ
い
て

国
際
交
流
基
金
に
お
い
て
は
、
海
外
に
お
け
る
日
本
語
の
普
及
と
い
う
観
点
、
海
外
技
術
者
研
修
協
会
に
お
い
て
は
、
海

外
産
業
技
術
研
修
者
の
研
修
と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
テ
キ
ス
ト
に
関
す
る
知
見
を
蓄
積
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該

知
見
を
活
用
し
て
別
々
に
テ
キ
ス
ト
を
作
成
又
は
選
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

六



二
一
に
つ
い
て

一
九
に
つ
い
て
及
び
二
〇
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
研
修
機
関
の
研
修
費
用
及
び
テ
キ
ス
ト
作
成
に
係
る
予
算

の
執
行
に
つ
い
て
は
問
題
が
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
看
護
師
候
補
者
及
び
介
護
福
祉
士

候
補
者
の
受
入
れ
に
当
た
っ
て
も
、
適
切
な
予
算
執
行
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

七


